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施設長より 

  
まず、この度の東日本大震災によりお亡くなりになられた方々に深く哀悼の意を表しますとともに、

被災されました方々に心よりお見舞いを申し上げます。 
私はこの 4 月 1 日より長瀬先生の後任として桜学館の施設長に就任しました和田久泰と申します。

1958 年生まれで現在 52 歳です。1983 年に岐阜大学医学部を卒業し、今まで 28 年間内科医としていろ

いろなところに勤務してきましたが、児童心理を主とするところは正直なところ初めての経験です。桜

学館の子どもたちは今までも予防接種や健康診断、あるいは風邪を引いたりおなかをこわしたりしたと

きに医師として接してきましてある程度はわかっているつもりですが、施設長としてはどのように接し

ていけばいいのか試行錯誤している状態です。 
桜学館は 2005 年 6 月 1 日に開設されたとのことですので、まだ 6 年しか経っていないことになりま

すが、この間、初代施設長の奥野先生とそれを引き継がれた長瀬先生のご尽力により岐阜県の児童福祉

の分野ではとても大きな存在になってきたと思います。しかし、この春には長瀬先生に加えて副施設長

の山口先生もお辞めになり、体制が大きく変わることになってしまいました。どのようになるのか危惧

されていた方もあるかと思いますが、副施設長の野村先生（前安桜小学校長）に来ていただくことがで

き、さらにもう一人の副施設長に西村さんが昇格されました。この子どもたちの教育と福祉に精通され

たお二人の副施設長とともに、今までのよいところは変わらない、でもひと味違うところもある素敵な

桜学館を創っていきたいと思います。皆様方のご支援をお願いいたします。 
施設長 和田 久泰 

開所してから一度も咲かなかっ

た玄関前の桜の木。桜の木という

ことを忘れられていた･･･。 

しかし、桜学館が大きな節目を

迎えたこの年に、初めて咲いた。

次のステップに進むため桜学館を

後にした仲間たちや、新しくスタ

ートを切る我々を応援するかのよ

うに。 
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     各ユニットより 

 

 

 平成 23 年度の風ユニットは中学生 6 名、小学生 2 名（内 1 名は通所） 

での出発です！！特に、新中 1 年生の 2 人は自室で学習をしたり、入浴時間 

も夕食後になったりと日課も今までと違ってきましたがとてもしっかりとした 

 中学生らしい振る舞いや自信がみられ、成長を感じています。 

  

  今回は 4 月の子どもユニット会議の様子をお伝えします。 

  まず、今年度の司会進行と記録係は中 3 生が積極的に立候補して 

くれました。（よろしくね！！！） 

私たち職員が近頃気になっていた“食事のマナー”についても子どもたちから意見として上がり 

ました。具体的に直していくことを話し合い、それが 5 月のユニット目標となりました。 

（ひじ付き・左手・足の 3 拍子） 

そして，職員からは配膳の正しい位置についても伝えることが出来ました。 

“１F 図書コーナーの本を増やして欲しい！”という意見は、執行部に上げても

らうことになりました。（もっともっと、読みた～い！！） 

その他、ユニット全員でお泊まり会をしたい！、ゲームの時間の延長、風ユニッ

トルールブック作成などなど・・・ 

皆が楽しく生活しやすいユニット作りを目指して話し合いが出来ました！！ 

                              （は～い、ご苦労さん！！） 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

暖かくなってきたと思ったら、こっちでクシュン、あっちでクシュン。 

そうです、虹ユニットには花粉症の子がいっぱいです。 

３月に６名の子どもたちが旅立ち、今年度から新しい仲間を迎えまし

た。職員も入れ替わり、子ども９人での新生虹ユニットのスタートです。

♪子どもたちも職員も戸惑いながらも、心地よく過ごせるユニットを目

指し、日々格闘しています。これまでユニットでの行事は、公園へ行っ

たり、買い物へ行ったりと、さまざまなものを計画してきました。しか

しある日、子どもたちに行事のリクエストを聞いたところ、「デイルーム

でみんなでお泊まり会がしたい！！」との希望が出ました。 

当日はみんなとっても嬉しそうで，楽しそうで…お金のかかる遊びでは 

なく、みんなでワイワイと楽しむことに意義を感じているんだなと、なん 

だか心が温まり、子どもたちをいとおしく思いました☆ 

 これからも明るく楽しく子どもらしく♪一人ひとりが自分の気持ちを大事 

にして、安心して生活できるユニットを目指していきたいと思います。 
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 3 月に 3 人の児童を送り出した光ユニットは、新年度、8 人の入所児童と 1 人の通所児童

でスタートしました。 

 低学年は、ひとつ学年があがったことで、それとなく、なんとなく年上っぽくなりました。 

 しかし、毎年思うことは、中 3 がまったく受験生になったという実感を持たないこと。そ

れは、今年度も同じで、どうやって本人たちをその気にさせていくのか・・・頭が痛い。 

                  みんなが、この一年を通して光ユニットで大き 

                    く成長し、それぞれの未来へと道が開けて 

                      いけるよう一緒にがんばっていきます！ 

 

   
２２年度３月をもって、我がユニットから１０人中５人の子どもが旅立っていきました。 

見送る子どもたちには、寂しさと応援の気持ちが混ざっていたかな？旅立つ子どもたちは、

体だけでなく心も成長したのでしょう。とても立派に見えました。 

 

「平和なユニット」を目指して日々過ごしてきた子どもたち。悪口は言わない、八つ当た

りはしない、を目標にしてきました。別れの季節となった３月は、１年間毎週金曜日に行っ

てきた気持ちの会議で「寂しさ．．．」という気持ちについて考えました。言葉にするのは難し

かったけれど、みんなそれぞれが「寂しさ」を意識してたね。みんなで考えて意識して、、、

雰囲気だけでなく子どもたちの表情が柔らかくなったように感じました。 
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行事係より 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
                  
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       
 

火おこしに真剣！種火を大切に育て・・・

ファイヤー！！ 

真心こめておにぎり作り。 

お目当ての桜は、まだ早かった・・・。

それでもやっぱり BBQ は楽しい！ 

子ども実行委員（もちっ子） 

 

＜主な行事＞ 

6 月 ボーリング大会   10 月 収穫祭        3 月 ひな祭り 

7 月 七夕会 キャンプ  11 月 卓球大会       ４月 お花見 BBQ 

8 月 夏祭り       12 月 Y リーグ（サッカー） ＜その他の行事＞ 

ソフトボール大会      空手大会        各ユニットごとの行事 

9 月 映画会 お月見   1 月  餅つき大会       山歩会の皆さんと登山 
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◇花見◇ 
 新学期４月８日、花見が行われました。当日は雨の予報…。

朝は晴れていたので早めに出発。吉
きっ

田
た

川では満開の桜を眺め

ることができました。ひばり公園到着後に雨が降り出してし

まい、残念無念。学校に戻ってお弁当を食べ、午後は校内で

レクリエーションを楽しみました。 

◇進級を祝う会◇ 
 ４月も終わりに近づいた２７日に進級を祝う会が行われました。中学生はチャー

ハンやからあげ、餃子の皮ピザやサンドウィッチ、フルーツポンチなどを調理して

振舞いました。会が始まってからはバンド演奏やダンス、寸劇などを楽しみました。 

小学生も中学生も一緒にみんなで楽しく、進級を祝うことができました。 
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編集後記 私の出身は福島です。実家は放射線の濃度が強い地区となっており、心配が絶えない毎

日です。心配しつつも必ずや福島・東北は立ち直っていくと強く信じています。ガンバレ日本！！ 

施設長：和田 久泰 

 新米の施設長です

が、よろしくお願い致

します。 

ヤギ（オス）：友くん 

恵那からやってきた生まれて間

もない好奇心旺盛な男の子。 

「たくさん餌を食べて大きくなる

ぞ！」 

セラピスト：勝野由香 

分からないことだ

らけだけど、子どもた

ちと一緒に勉強して

いけたらと思います。 

 

生活指導員：森 隆 

早く修練して美味

しい味噌汁を作れる

よう頑張ります。 

 

副施設長：野村 務 

新たな職務に精一

杯頑張ります。 
そこで一句。 

「振り返りまた振り

返る四月かな」 

セラピスト：正木美奈 

 ピカピカの一年生

です。子どもと過ごす

時間が楽しみです。宜

しくお願いします。 

セラピスト：松浦佑規 

 子どもたちが元気

にいられるよう、頑張

っていきます！ 

東日本大震災を受けて、子どもたちが困って

いる人たちに何かできないかを考えました。 

話し合いをし、子どもたちが自主的に桜学館

内で募金活動を行うことになりました。 

 被災者の方たちを思い、本当に素晴らしいこ

とだと思います。 


